
































の様な系として､高励起な系である導波拷型 CO2レ ザーー媒質を取り上げ､その (0,0,
1)-(0,28,0)バンドの振動一回転遷移の小信号利得を測定し､回転の自由度内で熱平衡
分布が達成され､温度が定義できるか､そして､定義できれば､回転一並進間で法度が
異なるかどうかを調べた｡その結果､回転温度は十分に定義されていることがわかった｡
これは､励起の速さに比べて､回転の自由度内での緩和が十分に速いことを意味してい
る｡また､回転と並進の自由度間では熱平衡になっておらず､回転治産の方が､並進温
度よりも僅かに高くなっていることがわかった｡これは､回転塩度と並進湿度が等しい
通常のレーザーに比べて､導波路型 CO2レーザーが､高い励起によって大きなエネルギ
ーが､振動､回転､並進の自由度間を流れるような系であることにより生ずる現象であ
ると言える｡
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